
 

３－１２ 学会等での発表 
 
仮説 
 自分の行った研究をポスターセッションや口頭で発表することで、自分の研究を他の人達に伝える

ためのプレゼンテーション能力が養われるとともに、発表に向けてデータの整理や、それに関する考

察を行うなかで、自分の研究内容に関する知識が深まる。 
 
実施の状況 
 平成 18 年度の SSH 指定以降、生命科学コース 1 年生を対象とした野外実習の中で得られたデータ、

生命科学コース２年生を対象とした生命科学課題研究、文理コース理系２年生を対象とした数理科学

課題研究で得られた実験データをまとめ、各種学会、研究発表会において発表した。平成 19 年度の

発表状況を以下に示す。また、主な発表会で使用したポスター（実物は A0 サイズ）を次ページ以降

に示す。 
 発表会名称 発表形式 受賞した賞名 年月日 

平成 19 年度生物系三学会 
中国四国支部大会 

ポスターセッション 優秀プレゼンテーション賞 
H19/ 
5/9 

応用物理学会主催「暮らしを支え

る科学と技術展」 
ポスターセッション  

H19/ 
8/3～4 

日本生物工学会大会「中学生・ 
高校生バイオ研究発表会」 

ポスターセッション 
優秀ポスター賞 
奨励賞 

H19/ 
9/26 

学 
 

会 

ジュニア農芸化学会 2008（高校

生による研究発表会） 
ポスターセッション  

H20/ 
3/27 

岡山大学「高校生・大学院生に 
よる研究紹介と交流の会」 

ポスターセッション  
H19/ 
7/31 

平成 19 年度スーパーサイエンス

ハイスクール生徒研究発表会 
ポスターセッション  

H19/ 
8/2～3 

京都学園大学バイオ環境学部 
第１回「バイオ環境賞」 

科学論文審査 団体の部 バイオ環境賞 
H19/ 
10/31 

2007 年度清心女子高等学校

SSH 事業中間発表会 
口頭発表  

H19/ 
11/24 

研 

究 

発 
表 

会 

岡山県・岡山光量子科学研究所 
主催「集まれ！科学好き」 

ポスターセッション 奨励賞 
H20/ 
2/9 

 
実施の効果 
生徒達は多くの時間を費やし、実験データの整理と考察、参考文献を読むなど、発表の準備を入念

に行っていた。また、発表を終えた生徒の感想文には、「発表では聞き手の感想やアドバイスを聞き、

その場で質問を受けて返すので、臨機応変に対応する力を身につけることが出来た。」との記述もあ

ったため、仮説どおりの結果が得られたと考えられる。 
平成 19 年度は９つの発表会において発表したが、そのうち４つの発表会で５つの賞を受賞した。

自分達の研究が受賞することは生徒達にとって非常に励みとなったと考えられる。また、発表の質疑

応答を重ねる中で、自分たちの研究の不十分な点が指摘され、新たな課題が示される結果となった。

それらをもとに、さらに研究を深めたいという意欲も示すようになり、研究に対する向上心を喚起さ

せる効果もあったと考えられる。
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平成 19 年度生物系三学会中国四国支部大会 優秀プレゼンテーション賞 受賞 
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応用物理学会主催「暮らしを支える科学と技術展」（ポスター１枚目） 
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応用物理学会主催「暮らしを支える科学と技術展」（ポスター２枚目） 
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日本生物工学会大会「中学生・高校生バイオ研究発表会」 優秀ポスター賞 受賞 
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日本生物工学会大会「中学生・高校生バイオ研究発表会」 奨励賞 受賞 
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平成 19 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（ポスター１枚目） 
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平成 19 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（ポスター２枚目） 
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平成 19 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（ポスター３枚目） 
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平成 19 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（ポスター４枚目） 
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